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River basin GIS model whom can be made figure after water environmental information on 
the entire basin is arranged, and analyzed is necessary for the water environmental conservation, 
restoration, and management, etc. of the river basin. In this research, it aimed at a new river 
basin GIS model construction that made the best use of the Unit Basin Value Method for the 
pollution load analysis, and foreseen attempt was done for the Ashida river basin. As a result, 
the effectiveness of this technique was able to be shown though a further problem was clarified. 
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国土地理院が発行している 50 万分の 1 地方図，20
万分の 1地勢図，5万分の 1地形図の 3段階の縮尺
の地図であり，スキャナーでパソコンに取り込んだ


















































a) 50 万分の 1地方図 
 
 
b) 20 万分の 1地勢図 
 
 
c) 5 万分の 1地形図 
図1 縮尺が異なる地形図から作成した相模川水系網図 
（森池ら，2005） 
                                                   
2 http://www.globalmap.org/ 
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 国土数値情報は， 2001年 4月よりWebによる無
償提供を行っている 3。本データからは「流路






























図 2 縮尺の違いによる水系網の表現の変化 
（20万分の 1と 5万分の 1） 




図 3 国土数値情報による水系の表現 
 
図 4 地球地図による水系の表現 
 



































図 6 人口分布図（最新行政界） 
 
 
図 7 人口分布図（旧行政界） 
 
 








































図 10 3 次流と余剰水流の流域ブロック 
 
 
図 11 メッシュによる土地利用 
 
 

















表 1 植生分類と土地利用メッシュの相関 
土地利用 植生分類 土地利用 植生分類










コナラ群落  用地 造成地
ｺﾊﾞﾉﾐｿﾊﾞﾂﾂｼﾞ群落  水域 開放水域
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図 15 水田の割合の差（植生分類－土地利用ﾒｯｼｭ） 
 
図 16 農地の割合の差（植生分類－土地利用ﾒｯｼｭ） 
 















図 19 生活由来の総窒素負荷量 
 
図 20 農業由来の総窒素負荷量 
 

















図 22 総窒素負荷量算定結果(1970 年) 
 
 
図 23 総窒素負荷量算定結果(1985 年) 
 
 
図 24 総窒素負荷量算定結果(2000 年) 
表 2 採用減単位一覧 
牛 豚 し尿 雑排水 水田 畑地
(g/頭・d) (g/頭・d)(g/人・d) (g/人・d)(kg/km 2・y)(kg/km 2・y)
B O D 640 200 14 26 3210 5580
C O D 530 130 13 14 2680 8830
T -N 378 40 7.6 1.6 1940 3570
T -P 56 25 0.76 0.41 32.9 37.1






図 25 総リン負荷量算定結果(1970 年) 
 
 
図 26 総リン負荷量算定結果(1985 年) 
 
 
図 27 総リン負荷量算定結果(2000 年) 
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図 28 総窒素負荷量の遷移(1970 年から 2000 年) 
 
 
図 29 総リン負荷量の遷移(1970 年から 2000 年) 
 
 
図 30 実測値の総リン負荷量季節変化 
 
 都市化の影響で人口が増している下流域と，畜産
の影響が多い一部の上流域で値が高くなっていくと
いう地域性が見られた。 
 また，30年間で値の変化は少なかったものの，こ
れは実測値からも同様のことが言える。しかし，小
流域規模で解析することにより，従来の行政界分割
モデルよりもより詳細に水環境の推定をすることが
可能となった。これにより，より河川流域の水環境
保全・再生・管理のための材料としての価値を帯び
ることとなった。 
6. おわりに 
 以上のことから，単位小流域を用いた汚濁負荷
解析の有効性が明確となったが，生活系由来の負
荷量に関しては，下水処理方法による再検討が必
要であり，農業系由来の負荷量に関しては，農作
物による修正も必要であるなどの，課題も明らか
となった。 
 今後は，現地水文観測による実測値を用いた負
荷量との比較方法や，時空間スケールの異なる水
文データを小流域の属性として抽出する手法の
開発などを経て，水収支・物質収支の解析が可能
な GISモデルへと発展させたい。 
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